
（別紙３）

～ 2025年　12月　28日

（対象者数） 22 （回答者数）
19

～ 2025年　12月　28日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

他事業者を使っている利用者もいるので、他事業者の連携も

強めていく。

2

日々の活動の中で、利用者の得意な部分や苦手としている部

分にスポットを当て、伸ばし、克服に繋げていくことが出来

るよう支援していく。

3

スタッフが間に入り、友達同士の関係性を手伝う。外活動な

ど、体を動かしたり、楽しんで活動できることなど工夫して

いる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

スタッフの勤務時間を調整し、ミーティングや研修を行って

いく。

2

3

○事業所名 児童デイサービス悠湯館

○保護者評価実施期間
2025年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スタッフミーティング・研修 スタッフ間での勤務時間が異なることもあり、集まりにくい。

保護者・学校・関連施設との連携 保護者や学校・相談員など連携を図り、保護者には活動内容

が分かるよう連絡帳や活動写真にて報告している。保護者と

はSNSで繋がっており、いつでも相談しやすい環境にある。

利用者に合った個別支援 上板橋教室にて集団生活の基礎を学び、大谷口教室で集団生

活の応用を学ぶ。運動・学習・工作・集団活動など利用者に

合った活動を提供し、学校卒業に向けての自立支援に力を入

れている。

楽しんで過ごせる環境作り 子ども同士の関係性や、楽しんで過ごせる環境作りを意識し

ている。誰もが学校では頑張っているので、息抜きできる場

所が必要。

事業所における自己評価総括表公表


